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2009年新年賀詞交歓会/挨拶

JABM 会長 芳賀 美次
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賀詞交歓会にご参加いただき､ありがとうございました｡
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会員の皆様のご支援とご協力をいただいてお りますが､お陰様で協会運営も
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行われております｡心より感謝申し上げます｡
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さて､年頭にあた りまして､-言､協会の活動状,I.Jrl.と当協会が集計致 しました､ 20
08年のボン ド磁石の生産推定をご報告致 したLlと思います｡

まず､活動状況ですが､ 2008年も会員の皆様に お役に立つ協会を目指 して､
5月と9月には技術例会を行い､ 12月には国際シンポジウムを開催 しました｡

技術例会は､5月に ｢新 しい磁性産業を切 り開く先端技術｣を特集に組み､9月に
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また､一昨年か ら始めた 勉強会の ｢寺子屋 BM塾｣は､浜野塾長によって企画さ
れ､4名の講師で5回行われましたが､参加者は延べ 270名で大盛況でありました｡
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以上が協会の活動状況の概略であります｡
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多田機関誌編集委員長の他､2
益々､内容が多彩で立派な機関

レイアウ トか ら 会 議室のご提供
た｡
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その集計結果でありますが､ 2008年の日本国内に於ける生産は､重量では 12,
900 トンで前年比 90%､金額では､247億円で前年比 91%の見込であります｡
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､日系企業の海外生産金額388億円 (前
-ヽなり､前年比94%になると推定されま

昨年9月までは､順調でありましたが､ 10
0% ダウンしたため､年間通して､前年比9

ボンド磁石の分類では､フレキシブルボン
金額で32億円 (前年比 105%)で､久しぶ
が大きく伸び､音響､oA,吸着雑貨の落ち
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びました｡ 特に回転体用磁石
してくれました｡

リジッドボンド磁石は､8100 t (83%),金額で119億円 (82%)でありました｡
2007年に大きく伸びたプリンタ-等oA分野が大きく落ち込んだ結果であります.

希土類ボンド磁石は､数量で600t (100%),金額で96億円 (100%)で横ばいと
いう内容でありました｡

以上で当協会がまとめた､ボンド磁石の生産推定値の報告を終わります｡

最後になりますが､今回の金融危機で､世界経済がいろいろな国と連動し､強い相互

依存で成り立っていることを改めて実感しました｡また輸出した製品が､最終的に一

国に集中する貿易は､リスクが高いことにも気が付いたと思います｡この厳しい経済

情勢がしばらく続くとも言われておりますが､このピンチの後のチャンスは何かを､

2009年は､皆がそれぞれ本当に真剣に探し､考える年になると思います0

ここでロボットの例を一つご紹介したいと思います｡皆さんはご存知と思いますが､

ロボット大賞2008 (経済産業大臣賞)は､(秩)タカラトミーの二足歩行人型ロボ

ットが受賞しました｡2008年に活躍した､将来の市場創出への貢献度 ･期待度が

高いロボットとして､昨年 12月18日にこの大賞が決定しました｡

また ｢世界最小の量産されている人型ロボット｣として､2008年度版のギネス世

界記録に認定されたそうです｡このロボットには､サーボモータが 17個搭載され､

国内外に47,000台販売されたそうです｡これから計算しますと､モータの数が約80

万個売れたことになり､新しい市場が創出されたことになります｡
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新製品開発や新市場の開拓に積極果敢に取り組ん

努力してまいりますので､2009年は勝負､大いに
頑張ってまいりましょう｡

これで終わります｡ご静聴有り難うございました｡


